（各課様式１）

予算要求資料
平成３０年度当初予算　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費　　　
	事業名　新県営４公園多言語ポータルサイト構築運用事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　都市建築部都市公園整備局　都市公園課　活用推進　電話番号：058-272-1111（内3772）

　　　　　　　E-mail： c11669@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　   ７，３００　千円（前年度予算額： －　千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	7,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,300

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
高い集客ポテンシャルを有する県営４公園（花フェスタ記念公園、養老公園、世界淡水魚園、平成記念公園）の活性化のため、平成２８年１０月に岐阜県都市公園活性化基本戦略を策定した。
戦略において、４公園が広域交通ネットワークの進展と立地優位性を最大限に発揮し、各公園を結び、「清流の国ぎふ回廊」を形成する拠点としての機能を担い、また「清流の国ぎふ」の魅力を感じることができるような４公園統一のブランドを確立し、国内外に積極的に発信していくための取組の一つとして、多言語ポータルサイトの構築があげられている。
現在は各公園のホームページでの情報提供にとどまっており、４公園が連携した情報発信やブランドの構築、また多言語による情報提供が不足している。

（２）事業内容

　岐阜の県営４公園に関する基本情報を一元化・多言語化し、利用者に向けたより効果的な情報発信を行うことを目的として、外部サーバーを用いたウェブサイトの構築・運用を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

　戦略に基づく活性化事業であり、県が主体となって実施する。
（４）類似事業の有無
　有：移住定住ポータルサイト構築運用事業費
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	42
	プロポーザル評価委員報償費

	旅費
	17
	プロポーザル委員旅費

	委託料
	7,241
	開発運営費

	合計
	 7,300
	


長期継続契約
	
	H30
	H31
	H32
	計

	開発運営費
	7,241
	－
	－
	7,241

	保守委託
	－
	1,244
	1,244
	2,488


【長期継続契約】（平成30年度～平成32年度：3年間）
	　決定額の考え方　





４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・岐阜県都市公園活性化基本戦略
　　・岐阜県成長・雇用戦略

　　　　７　成長分野ごとの施策　（３）観光分野

　　　　主要観光地再生プロジェクト　（１）県営公園誘客促進プロジェクト

（２）後年度の財政負担
　　平成28年度に策定した基本戦略に基づき、ソフト・ハード両面において、
　活性化策に継続して取り組んでいく。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■　新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県営４公園それぞれの観光入込客数を２０２０年（平成３２年）までに、平成２３年～２７年の最多入込客数に比べ、５％の底上げを達成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
（最多）
	事業開始前

（最少）
	目　標
	達成率

	養老公園ｴﾘｱ

入園者数
	965千人

（H27）
	796千人
（H26）
	962千人

（H32）
	　－

	平成記念公園

入園者数
	419千人

（H24）
	314千人
（H25）
	440千人

（H32）
	－

	世界淡水魚園

入園者数
	4,608千人
（H27）
	3,672千人
   （H23）
	4,838千人
（H32）
	－

	花ﾌｪｽﾀ記念公園

入園者数
	361千人

（H24）※
	275千人
  （H23）
	  379千人

（H32）
	－


（※10年に一度のイベント「花フェスタ2015ぎふ」が行われたＨ２７は除く）

○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	県営4公園に関する各種情報を集約した多言語ポータルサイトの存在は、公園利用者の利便性を向上させ、来園者の拡大ならびに周辺の地域資源への周遊を促進することにつながるため、本事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	ポータルサイト運用開始後は、コンテンツの充実や随時情報更新を実施することで、タイムリーな情報を届けるとともに、サイトの見やすさや使いやすさに配慮する必要がある。



（次年度の方向性）
	県営4公園の魅力を継続して発信することで、来園促進を図っていく。



「途中経過」または「予算案の決定（知事査定後）」


の公開の際に記載します。








